
いわて起業家大学 

・　創業しようとする人 
・　創業間もない人 
・　事業後継者・社内ベンチャー 

ファーストステージ 
（セミナー形式） 

○　起業家マインドパワーアップ講座 
○　ビジネスプラン作成講座 

セカンドステージ 
（選定されたビジネスプランの検討） 

○　ビジネスシミュレーション講座 
○　ビジネスプラン発表会 

創造的な発想の 
できる人・起業家の卵へ 

first 
stage

second 
stage

受講 

事業計画提出 

修了 

※受講生のプライバシーは厳守します。 

 新事業支援課 TEL 019-621-5070　FAX 019-621-5481 
  URL http://www.joho-iwate.or.jp/info/kigyouka 
  E-mail　kigyouka@joho-iwate.or.jp

お申込み・ 
お問合わせ先 

いわて起業家大学 
講師：福島正伸先生 

平 成16 年 度 実 施 要 項  
主　　催 岩手県、財団法人いわて産業振興センター 
期　　間 【平日夜間コース】 
 　平成16年5月18日～10月10日（延べ13回) 
 【日曜昼間コース】 
 　平成16年11月14日～平成17年3月12日（延べ10回) 
講　　師 （株）アントレプレナーセンター 
 代表取締役社長　福島　正伸氏 
会　　場 盛岡駅西口マリオス18階会議室　他 
受 講 料  無　料 
定　　員 1コース100名・先着順。定員になり次第締切 
申込方法 所定の申込書により郵送、FAXで申込 
 ※4月下旬よりホームページからの申込みもできます。　 

　『いわて起業家大学』は、地方自

治体等主催の起業家セミナーとし

ては全国に先駆け、平成７年度か

ら開催しています。 

　この間、起業に関心を持つサラ

リーマン、主婦、学生、企業ＯＢな

どの皆様に幅広く受講をいただい

た結果、修了生は427名にのぼり、

この中から82名の新規創業者が

誕生しているほか、既存事業から

新規分野への展開を果たした方々

もいらっしゃいます。 

　昨年度は、たくさんの受講申込

をいただき、大変な盛況でした。 

　今年度も、受講料を無料、コース

は2回用意しているほか、カリキ

ュラムは、右図のような２段階形

式で、受講生のアイディアや技術

をビジネスとして成功させるため

のノウハウを、経験豊富な講師が

熱血指導します。 

　この講座は、新規事業のコツを

掴むまたとない機会ですので、ぜ

ひご応募ください。 

　今、地域経済は「元気」を求めております。地域経済が元気
になるためには、元気な起業家や事業者の活躍が不可欠です。 
　元気な地域経済を目指し、夢を創り、夢を実現するため、独立
して起業したい人、社内で新たな事業を展開したい人、ふるさ
とを元気にしたい人を対象に、起業にあたっての心構えや
事業アイディアの構想化、事業計画作成方法などを学
んでいただく、『いわて起業家大学』を開催します。 
　奮って「いわて起業家大学」にご参加ください。 
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目的をしっかりと意識すること！ 

　先月講演を依頼されたのは、水沢

商工会議所・江刺商工会議所・胆

沢商工会の各青年部の合同セミナー。

本誌2月号で紹介した「コラボレーショ

ンで創造力を高めよう」をテーマに1

時間ほど話をさせていただいた。そ

の中でコラボレーションの極意として

ふれた内容が、自立・対等の関係、

儲け・リスクの分散である。特に自立・

対等の関係は重要だ。依存型の協

力関係ではリスクが一方に集中し、

コラボレーションの最大のメリットで

ある「1＋1＝3以上」となるエネルギー

が生まれないからである。とりわけ狭

い地域で協働する場合、自立・対等

の関係というのが意外に難しい。さ

らに、それらの動きがまちづくりや地

域おこしとリンクしているとやっかい。

儲けよりも活動そのものが目的になっ

てしまう恐れがあるからである。そこ

で筆者は「夢は儲けにならない」と

アドバイス。「一番やりたいことの周

辺でいかに儲かる事業を展開する

かが大事」と助言したのである。実

はこのことは、講演の数日前にアドバ

イザーとして参加した『いわて起業

家大学ビジネスプラン発表会』で感

じていたことである。夢は大きな原

動力にはなるが、持続させるために

はビジネスとして成功させることが必

須。つまり、ちゃんと儲からないと仕

事にはならないのである。 

　ここで筆者流起業の極意「三訓」

を紹介しよう。独立・起業から丸10

年を迎えた筆者の体験からのアドバ

イスである。すなわち、事業として取

り組むべきキーワードは「儲かる」か「名

前がうれる」か「おもしろい」かのい

ずれか。「儲かる」というのは「採算

にあう・適正以上の利益が確保できる」

ということ。「名前がうれる」というのは、

利益は薄いけれども「企業名や商

品名が認知される・広められる」とい

うこと。「おもしろい」というのは、儲

けにもならないし名前も売れないか

もしれないけれども「事業そのもの

が楽しい・ストレスを感じず取り組める」

ということである。ビジネスは持続・継

続するエネルギーがなければ発展

しない。事業の一つひとつの目的は

何なのか、明確に意識することが大

事なのである。 

 

支えあう心と仕組みをつくる！ 

　ところで、春の訪れとともに南部杜

氏の郷・岩手ではユニークなお酒が

誕生している。もち米で仕込んだ日

本酒『もちモチ酒』や日本酒をベー

スにした『梅酒』、口に含んだとき『桜

の香りがするお酒』などなど。お酒、

特に日本酒の売れ行きが落ち込ん

でいる昨今、酒造メーカーでもいろん

なアイディアと工夫で消費者の心を

捉えようと必死なのである。その一

つが花泉町の磐乃井酒造。町の特

産品である古代米を原料に仕込む

など、個性あるお酒づくりに取り組ん

でいる。この酒造メーカー、大正6年

に花泉地方7カ村の175人が株主と

なり設立された、いわば町民の酒蔵。

一般小売だけでなく、贈答用などと

しても多くの町民が活用していると

いう。最近、こうした“支えあい”をベー

スにした「協業」の動きが各地で起こっ

ている。 

　長崎県北有馬町の麺類販売会社・

素兵衛屋では、コンビニエンスストア

などでの販売が好調なことをうけ、

新規株主を募集した。素兵衛屋の

出資者は、いずれも島原地方のそう

めん生産者ばかり。今回の新規株

主もそうめん生産者に限定されてい

て、一人100万円の出資を募ってい

るという。業績の伸びとともに施設の

拡張や外注などで対応しようとするケー

スが多いが、素兵衛屋では新たな

生産者を呼び込んで生産量を確保

するとともに、そうめん製造を地域の

産業として確立し協業することをめ

ざして、新たな生産者による増資に

取り組んだのである。行動を起こす「協

働」から事業として成功させる「協業」

へ。その基本、前提となるのは、やは

り「自立」ではないだろうか。 

経営コンサルタント　岩渕公二 
（ジーベック代表取締役） 

 

　筆者が担当する『流通・通』も、3年目に突入。これまで様々な角度から
ビジネス情報を紹介してきたが、正直なところ読者のお役にたっているの
か不安もあった。しかし先月、2月号を読んだ読者から講演の依頼をうけ、
何かしらの刺激になっていたことがわかり、ほっと一安心。今年度も県内
はもとより全国各地の情報をお届けすべく、今月も九州へと旅立つところ
である。さて、新年度第一弾はビジネスに欠かせない“心持ち”のお話。 

理想や理念におぼれない 
起業「三訓」！ 
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